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「高効率バイオプロダクト生産細胞の開発に関する萌芽研究」（プロジェクト8チーム6） 
公募期間：2015年11月16日～12月18日
書類提出締切：2015年12月18日 正午
研究期間：平成28年度から平成30年度
研究費総額：期間内最大500万円（ただし、管理経費（直接経費の10%以下）を含む。）
概要：　高効率にバイオプロダクトを生産する細胞・微生物を開発・探索する1人または複数の研究者で組織する萌芽的な研究提案を公募する。細胞自身をプロダクトとしてそれを高効率に管理・純化・生産する手法に関する研究提案も対象とする。バイオプロダクトとしては、医薬品（タンパク質、糖質）、色素、食品、バイオプラスチック、繊維等の種類は問わない。バイオプロダクトの原料となるタンパク質、糖類、医薬前駆体等の産生性向上に関する研究やバイオプロダクト生産性の向上につながる新規な形質を有する細胞・微生物の探索・開発も対象とする。細胞プロダクトとしては、幹細胞や免疫細胞など自身が治療に用いられる細胞を含め種類は問わない。
　手法としては例えば、生体からの探索や有用遺伝子・タンパク質等の探索、遺伝子組換え、メタボリックエンジニアリング、変異導入による効率改善などが挙げられる。バイオプロダクト高生産株の培養や分離プロセスの効率化につながる細胞・微生物の開発も含まれる。将来的な実用化を視野に、コスト計算まで考慮した計画も歓迎する。
　採用されたチームには、採択後にImPACT合田プログラムで開発中のセレンディピター（高速イメージングセルソーター、高速ラマンイメージングセルソーター、高速蛍光イメージングセルソーター、リアルタイム単一細胞タンパク分泌アナライザー、単一細胞遺伝子発現アナライザー、均質細胞培養装置等）の活用も積極的に検討いただく。フットワークが軽く、世界に先駆けて新しい技術に積極的に挑戦する気概を持った研究者を歓迎する。
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応募内容ファイル（添付ファイル項目）
ImPACT Project ８－１
	研究目的
本欄には、研究の全体構想及びその中での本研究の具体的な目的について、冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述した上で、適宜文献を引用しつつ記述し、特に次の点については、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。
1 　研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、応募者のこれまでの研究成果を
　踏まえ着想に至った経緯、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）。
2 　研究期間内に何をどこまで達成しようとするのか
3 　本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義　
4 　本研究の工学的・産業的意義


	研究目的（概要）※ 当該研究計画の目的について、簡潔にまとめて記述してください。


	


ImPACT Project ８－２
	研究目的（つづき）



ImPACT Project ８－３
	研究計画・方法
本欄には、研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述した上で、平成２８年度の計画と平成２９年度以降の計画に分けて、適宜文献を引用しつつ、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。ここでは、研究が当初計画どおりに進まない時の対応など、多方面からの検討状況について述べるとともに、研究計画を遂行するための研究体制について、研究開発担当者とともに行う研究計画である場合は、研究開発提案者、研究開発担当者の具体的な役割（図表を用いる等）、学術的観点、工学的観点からの研究組織の必要性・妥当性及び研究目的との関連性についても述べてください。
また、研究体制の全体像を明らかにするため、その他技術者や知財専門家等の研究支援を行う者、大学院生等（氏名、員数を記入することも可））の役割についても記述してください。
　なお、研究期間の途中で異動や退職等により研究環境が大きく変わる場合は、研究実施場所の確保や研究実施方法等についても記述してください。

	研究計画・方法（概要）※ 研究目的を達成するための研究計画・方法について、簡潔にまとめて記述してください。


	


ImPACT Project ８－４
	研究計画・方法（つづき）



ImPACT Project ８ －５
	研究計画・方法（つづき）



ImPACT Project ８ －６
	今回の研究計画を実施するに当たっての準備状況及び研究成果を社会・国民に発信する方法
本欄には、次の点について、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。
1 本研究を実施するために使用する研究施設・設備・研究資料等、現在の研究環境の状況
2 研究開発担当者との連絡調整の状況など、研究着手に向けての状況
3 本研究の研究成果を社会・国民に発信する方法等

	


	研究開発提案者略歴
本欄には、最終学校卒業後の研究履歴を現在から順に年度をさかのぼって記入してください。その際、どのような研究を行ってきたのか、研究内容とともに特筆すべき事項（受賞歴等）を簡潔に記入してください。

	


ImPACT Project ８ －７
	研究業績
本欄には、研究開発提案者及び研究開発担当者がこれまでに発表した論文、著書、産業財産権、招待講演のうち、本研究に関連する重要なものを選定し、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、発表年（暦年）毎に線を引いて区別（線は移動可）し、通し番号を付して記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
なお、研究業績については、主に2011年以降の業績を中心に記入してください。それ以前の業績であっても本研究に深く関わるものや今までに発表した主要な論文等（10件以内）を記入しても構いません。
1 　例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について、本研究との関連性を含めて記入してください。
2 　以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究開発提案者には二重下線、研究開発担当者には一重下線を付してください。

	2015以降


	2014



ImPACT Project ８ －８
	研究業績（つづき）

	2013


	2012



ImPACT Project ８ －９
	研究業績（つづき）

	2011

	2010以前

	


ImPACT Project ８ －１０
	これまでに受けた研究費とその成果等
本欄には、研究開発提案者及び研究開発担当者がこれまでに受けた研究費（科研費、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究の立案に生かされているものを選定し、科研費とそれ以外の研究費に分けて、次の点に留意し記述してください。
①　それぞれの研究費毎に、研究種目名（科研費以外の研究費については資金制度名）、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入の上、研究成果を記述してください。）。
②　科研費とそれ以外の研究費は線を引いて区別して記述してください。

	


ImPACT Project ８ －１１
	人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照）
本欄には、研究計画を遂行するに当たって、生体検体へのアクセス方法を記載した上で、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続が必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。
なお、該当しない場合には、その旨記述してください。

	


	研究経費の妥当性・必要性
本欄には、「研究計画・方法」欄で述べた研究規模、研究体制等を踏まえ、次頁以降に記入する研究経費の妥当性・必要性・積算根拠について記述してください。また、研究計画のいずれかの年度において、各費目（設備備品費、旅費、人件費・謝金）が全体の研究経費の９０％を超える場合及びその他の費目で、特に大きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の必要性（内訳等）を記述してください。

	


ImPACT Project ８ －１２
（金額単位：千円）
	設備備品費の明細
記入に当たっては、基盤研究（Ａ・Ｂ）（一般）研究計画調書作成・記入要領を参照してください。
	消耗品費の明細
記入に当たっては、基盤研究（Ａ・Ｂ）（一般）研究計画調書作成・記入要領を参照してください。

	年度
	品名・仕様
（数量×単価）（設置機関）
	金　額
	品名
	金　額

	２８
	
	
	
	


ImPACT Project ８ －１３
（金額単位：千円）
	旅費等の明細　記入に当たっては、基盤研究（Ａ・Ｂ）（一般）研究計画調書作成・記入要領を参照してください。

	年度
	国内旅費
	外国旅費
	人件費・謝金　
	そ　の　他

	
	事　項
	金額
	事　項
	金額
	事　項
	金額
	事　項
	金額

	２８
	
	
	
	
	
	
	
	


ImPACT Project ８ －１４
	研究費の応募・受入等の状況・エフォート
本欄は、本人が受け入れ自ら使用する研究費を正しく記載してください。本応募課題の研究代表者の応募時点における、（１）応募中の研究費、（２）受入予定の研究費、（３）その他の活動について、次の点に留意し記入してください。なお、複数の研究費を記入する場合は、線を引いて区別して記入してください。
①　「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等に必要となる時間の配分率（％）を記入してください。
②　「応募中の研究費」欄の先頭には、本応募研究課題を記入してください。
③　所属研究機関内で競争的に配分される研究費についても記入してください。

	（１）応募中の研究費

	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）

	研究課題名（研究開発提案者氏名）

	役割(代表・分担の別)


	平成28年度の研究経費
(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)

	入すること)

	【本応募研究課題】
内閣府革新的研究推進プログラムImPACT（一般）
（H28～H30）
	
	代表
	( 　　)
	
	（総額　　　　千円）

	
	
	
	
	
	


ImPACT Project ８ －１５
	研究費の応募・受入等の状況・エフォート（つづき）

	（２）受入予定の研究費

	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）

	研究課題名（研究開発提案者氏名）
	役割(代表・分担の別)
	平成28年度の研究経費
(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)

	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由
 (科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額を記入すること)

	
	
	
	
	
	

	（３）その他の活動
上記の応募中及び受入予定の研究費による研究活動以外の職務として行う研究活動や教育活動等のエフォートを記入してください。
	
	

	合計
上記(１)、(２)、(３)のエフォートの合計
	100
(%)
	


特記事項
○特記事項
・ 海外の研究開発機関を研究開発体制に加える場合は、募集要項「Ⅱ.１．（１）応募要件等」をご参照の上、海外の研究開発機関に所属する研究開発者が必要であることの理由を本項に記載してください。
○ＰＭとの関係について 
以下の項目a.～d.のうち、該当する項目をチェックして下さい。
	項目
	内容
	チェック欄

	①
	ＰＭと親族関係にある者もしくはそれと同等の親密な個人的関係。
	該当有り□

	②
	ＰＭの兼業元あるいは出向元である大学、独立行政法人等の研究機関に所属している者。あるいは、同一の企業に所属している者。
	該当有り□

	③
	ＰＭと緊密な共同研究を行っている者。または過去5年以内に緊密な共同研究を行った者。
	該当有り□

	④
	過去に通算10年以上、ＰＭと「密接な師弟関係」あるいは直接的な雇用関係にあった者。「密接な師弟関係」とは、同一の研究室に在籍したことがある場合を対象とします。また所属は別であっても、ＰＭが実質的に研究指導を行っていた期間も含みます。
	該当有り□











